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　人口の動き
　7月1日現在
男　　6，739人

女　　6928人
計　13667人
世帯数2718世帯
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団
七
丹
の
行
事

一
日
　
参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

五
日
町
　
議
　
会

　
　
（
地
教
委
連
絡
協
藝
総
会

七
日
七
夕
祭

八
日
　
川
西
町
連
合
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
田
中
）

＋
日
　
交
通
安
全
町
宣
言

　
　
（
￥
、

　
　
　
4
　
中
学
校
会
議
（
上
野
）

参
議
院
議
員
選
挙
を

　
　
　
終
わ
　
つ
て

　
多
く
の
話
題
を
残
し
て
選
挙
が
終
わ

り
ま
し
た
。
過
去
†
五
蕉
間
に
行
な
わ

れ
た
五
回
の
選
挙
を
通
じ
て
投
票
率
全

国
平
均
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
た
の

は
輔
回
、
お
お
む
ね
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
上
下
し
、
今
回
も
選
挙
民
の
関
心
は

ぜ
ん
ぜ
ん
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安

が
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
果
は
全
国
平
均

六
八
、
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
県
平
均
七
〇
、

　
　
　
　
三
八
パ
†
セ
ン
ト
。
川
西
町

町づくり
利
の
行
便
を
終
わ
り
ま
し
た
。

村
部
最
上
位
が
西
頸
城
の
八
二
、
九
三
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
の
投
票
総
参

加
運
動
の
よ
ぴ
か
け
や
マ
ス
コ
ミ
、
関

係
団
体
あ
げ
て
の
運
動
が
効
を
奏
し
た

た
め
の
よ
い
投
票
率
で
あ
る
が
ま
た
有

権
者
も
自
覚
し
て
き
た
の
だ
と
い
わ
れ

ま
す
が
川
西
町
の
場
合
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
　
一
部
に
は
棄
権
防
止
の
ム
ー
ド

に
よ
り
狩
出
さ
れ
投
票
な
ど
酷
評
す
る

む
き
も
あ
り
ま
す
。
国
で
棄
権
防
止
に

で
は
平
均
八
一
、
一
九
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
良
い
投
票
率
で

最
高
矛
†
六
投
票
区
の
九
六
、

二
三
パ
ー
セ
ン
ト
字
桐
山
、

最
低
矛
三
投
票
区
の
七
七
、
六

八
パ
璽
セ
ン
ト
字
上
野
で
権

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
町

士
日
全
国
小
中
学
校
学
力
調
査

士
百
全
国
中
学
校
学
力
調
査

士
昌
日
橘
冬
季
分
校
の
協
議
会
（
橘
）

　
　
　
（
ー

　
　
　
　
”
西
教
員
体
育
大
会
（
川
西
中
・

＋
四
日
小
干
谷
ガ
ス
竣
工
式
（
町
長
）

士
首
†
七
夜
祭

　
　
　
（
市
町
村
対
抗
及
番
付
大
相
撲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
手
観
音
）

　
二
＋
目
海
の
記
念
日

　
二
＋
二
日
　
郡
市
社
教
大
会
（
千
手
小
）

　
の
み
便
用
し
た
金
額
も
大
き
な
も
の
で

川
西
町
へ
二
万
円
交
付
さ
れ
町
か
ら
も

　
出
費
計
三
万
円
が
、
ビ
ラ
、
宣
伝
力
1

　
等
諸
計
費
に
つ
か
わ
れ
ム
ー
ド
を
も
り

　
あ
げ
ま
し
た
。
し
か
し
県
の
先
回
の
投

　
票
率
六
一
、
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
〇
、

　
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
町
で
七
、
五
パ
ー
セ

　
ン
ト
の
向
上
と
い
う
こ
の
数
字
だ
け
み

　
て
手
ば
な
し
で
喜
こ
べ
る
こ
と
で
は
な

　
い
の
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

　
投
票
し
た
各
人
が
真
に
国
の
政
治
に
心

　
を
寄
せ
参
議
院
の
重
要
性
を
理
解
し
、

　
こ
の
人
な
ら
と
投
じ
た
一
票
だ
っ
た
か

　
ど
う
か
い
ま
一
度
反
省
し
て
み
た
い
も

　
の
で
す
。
な
ん
と
な
し
に
人
の
い
う
ま

　
ま
に
投
票
し
た
の
で
は
そ
の
一
票
は
投

　
票
の
意
義
を
も
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ

　
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
か
え
っ
て
無
責
任
な
投
票
に
よ
り
国
政

　
を
害
し
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
悪
く
す

　
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
と
も
あ

　
れ
ム
ー
ド
的
投
票
率
と
い
わ
れ
な
が
ら

　
も
郡
内
ト
ツ
プ
の
高
い
投
票
率
、
を
示
し

　
た
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。
投

　
票
が
終
わ
っ
て
も
ま
だ
責
任
が
果
せ
た

　
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
勿
次
回
の
す
べ

　
て
の
選
挙
が
よ
り
高
い
投
票
率
と
真
の

　
意
義
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
願

　
い
、
川
西
町
八
千
の
有
権
者
の
ふ
ん
き

　
を
う
な
が
す
次
矛
で
す
。
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参
院
選
開
票
結
果

　
　
多
か
　
つ
　
た

　
　
　
　
　
　
自
紙
投
票
地
方
区
幽

無
効
票

　
一
〇
票
　
全
国
　
鱒
二
繭
票

農
業
経
営
の

新
　
　
　
　
風

に
大
き
な
特
徴
を
見
い
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
事
実
、
各
地
の
共
同
経
営
体
を

実
地
に
視
察
し
て
の
ひ
と
つ
の
要
点
は

哺
戸
当
た
り
年
収
六
†
万
円
と
か
、
百

拠
出
制
国
民
年
金

の
給
付
が
開
始

　
以
上
の
よ
う
に
拠
出
制
年
金
を
受
け

る
に
は
、
保
険
給
付
の
た
て
ま
え
か
ら

し
て
初
診
日
ま
た
は
死
亡
日
の
前
日
ま

で
に
保
険
料
が
納
ま
っ
て
い
る
か
、
正

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
八
、
二
七
〇
人

（
男
三
、
九
六
一
　
　
女
四
、
三
〇
九
）

投
票
者
数
　
地
方
区
　
　
六
、
七
一
四
人

（
男
三
、
二
八
五
　
　
女
三
、
四
二
九
）

春
江
七
二
△
北
条
し
ゆ
ん
八
七
一
△
北

村
み
つ
る
六
九
△
野
溝
　
勝
六
九
△
大

竹
平
八
郎
六
二
△
林
　
塩
匠
七
△
源
田

実
五
七
△
森
田
た
ま
五
六
△
豊
田
雅
孝

　
ど
ん
な
企
業
で
も
そ
れ
が
利
益
を
う

け
、
ま
た
将
来
へ
の
発
展
の
展
望
を
与

え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
長
続
き
す
る
は

ず
は
な
い
。
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と

万
円
の
農
業
を
想
定
し
て
在
来
の
土
地

生
産
力
だ
け
に
た
よ
る
営
農
で
は
、
そ

う
し
た
目
標
に
は
容
易
に
到
達
で
き
な

い
か
ら
成
長
部
門
へ
の
重
点
移
行
を
は

か
っ
た
と
し
て
い
る
農
家
が
多
い
の
で

　
拠
出
制
国
民
銭
金
の
保
険
料
納
入
が

始
ま
っ
て
か
ら
早
く
も
一
年
有
余
と
な

り
ま
し
た
。
保
険
料
の
納
入
と
と
も
に

こ
と
し
五
月
か
ら
は
拠
出
制
に
よ
る
「
年

し
い
免
除
の
手
続
き
を
受
け
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
ま
す
。
結

果
的
に
、
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
り

急
病
で
夫
を
亡
く
し
て
か
ら
あ
わ
て
て

保
険
料
を
納
め
て
も
年
金
は
も
ら
う
こ

棄
権
者
数
　
地
方
区
　
　
一
、
五
五
六
人

五
五
△
岩
間
正
男
五
二
▲
大
坪
藤
市
四

を
あ
ら
た
め
て
記
す
必
要
は
毛
頭
な
い

あ
る
。
し
か
し
養
豚
、
養
鶏
、
酪
農
と

金
給
付
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
故
が
発
生
し
て

（
男
六
七
六
　
　
女
　
八
八
O
）

四
△
占
部
秀
男
四
三
▲
常
岡
輔
郎
四
二

わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
こ
こ
で
取

な
る
と
従
来
の
耕
種
農
業
に
く
ら
べ
て

に
該
当
す
る
人
は
役
場
ま
で
申
し
出
く

か
ら
あ
わ
て
る
の
で
は
な
く
被
保
険

投
票
率
　
地
方
区
　
　
八
一
、
一
九
％

（
男
八
二
、
九
三
　
　
女
七
九
、
五
八
）

O
地
方
選
出
議
員

投
票
総
数
　
　
　
　
　
六
、
七
一
四
票

　
有
効
投
票
　
　
　
　
五
、
九
六
五
票

△
平
島
　
栄
四
〇
▲
大
谷
螢
潤
三
九
▲

小
田
俊
与
三
九
△
向
井
長
年
三
六
▲
泉

山
三
六
三
四
△
山
崎
　
斉
三
二
△
天
坊

裕
彦
二
五
△
野
々
山
＝
一
三
四
△
迫
水

久
常
二
四
△
中
村
正
雄
二
三
△
小
林

り
上
げ
る
の
は
、
現
在
、
共
同
と
か
、

協
業
と
か
、
あ
る
い
は
農
家
法
人
と
か

い
わ
れ
て
全
国
の
農
村
に
押
し
進
め
ら

れ
て
い
る
〃
農
業
経
営
の
新
風
〃
が
そ

う
し
た
当
然
の
こ
と
を
よ
う
や
く
に
し

資
本
装
備
に
格
段
の
も
の
を
必
要
と
す

る
。
そ
れ
を
解
決
す
る
も
の
が
こ
の
共

同
経
営
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ

ん
水
田
の
全
面
共
同
、
水
田
、
み
か
ん

の
全
面
共
同
経
営
な
ど
、
各
地
に
は
そ

れ
ぞ
れ
す
ぐ
れ
た
全
面
共
同
経
営
が
芽

だ
さ
い
。

年
金
を
も
ら
え
る
人

　
①
障
害
庄
金
、
障
害
（
片
手
ま
た
は

片
足
を
な
く
し
た
程
度
）
を
受
け
た
日

（
初
診
日
）
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診

日
の
前
の
基
準
月
（
一
月
、
四
月
、
七

者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
の
立
場
か
ら

確
実
に
法
を
守
り
、
進
ん
で
届
け
出
を

し
、
保
険
料
を
納
め
、
新
し
い
法
の
国

民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
育
て
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

6

　
無
効
投
票
　
　
　
　
　
　
七
四
九
票

得
票
数

武
一
三
△
竹
中
憧
夫
一
＝
△
古
谷
敬
二

二
〇
△
鈴
木
　
強
一
八
▲
上
田
音
市
一

て
転
換
期
農
業
の
底
流
と
し
て
と
ら
え

よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

を
吹
き
出
し
て
い
る
こ
と
も
わ
す
れ
て

月
、
†
月
）
ま
で
の
引
き
続
く
一
任
間

年
金
が
あ
な
た
を
守
る
新
時
代

当
選
杉
山
善
太
郎
　
　
二
．
七
九
三
票

当
選
小
柳
　
牧
衛
　
　
二
、
九
四
一
票

七
△
二
宮
文
造
一
七
▲
黒
田
寛
＝
六

▲
赤
尾
　
敏
一
四
▲
喜
多
一
雄
一
四
▲

　
と
こ
ろ
で
農
林
省
が
昨
年
末
に
発
表

し
た
『
協
業
に
資
す
る
農
業
情
報
収
集

は
な
る
ま
い
。
最
近
の
農
村
労
働
力
の

不
足
が
そ
れ
に
拍
車
を
加
え
て
い
る
の

の
保
険
料
が
納
ま
っ
て
い
る
か
、
ま
た

は
免
除
を
受
け
て
い
る
人
。

国
民
年
金
か
け
て
安
心
楽
し
い

我
家

　
　
　
吉
田
　
兼
治
　
　
　
一
；
二
票

○
全
国
選
出
議
員

投
票
総
数
　
　
　
　
　
六
、
七
一
一
票

　
有
効
投
票
　
　
　
　
五
、
九
五
八
票

三
島
静
江
一
三
▲
高
木
寿
之
一
三
△
渋

谷
邦
彦
一
三
△
川
野
三
暁
一
二
▲
井
上

な
つ
え
二
一
▲
一
松
定
吉
＝
一
△
中
村

順
造
一
一
▲
畠
山
鶴
吉
一
備
▲
田
村
理

結
果
」
に
よ
る
と
、
昨
年
八
月
現
在
の

全
面
共
同
経
営
体
は
二
百
六
†
九
、

分
共
同
経
営
体
は
二
千
二
百
七
†
四
、

あ
わ
せ
て
二
千
五
百
四
†
三
に
の
ぼ
る 部

も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
各
地
に
数
千
羽
、
数
百

頭
と
い
っ
た
養
鶏
、
養
豚
、
酪
農
の
共

同
経
営
が
続
出
し
て
い
る
こ
と
も
知
っ

　
②
母
子
任
金
お
よ
ぴ
準
母
子
鉦
金
、

夫
、
父
ま
た
は
祖
父
が
死
亡
し
た
日
の

前
目
に
お
い
て
、
死
亡
日
の
前
の
基
準

月
ま
で
の
引
き
続
く
一
年
間
の
保
険
料

未
加
入
が
原
因
で
結
婚
が

こ
破
算
に
な
つ
た
は
な
し

こ
れ
は
笑
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
効
投
票
　
　
　
　
　
　
七
五
三
票

＝
O
▲
河
野
義
一
九
▲
高
木
俊
司
九

と
い
う
。
こ
の
調
査
時
か
ら
一
年
近
く

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
土
地
の
生
産
力
に

が
納
ま
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
免
除
を

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
ば

候
補
者
別
得
票
数
（
按
分
票
を
除
く
）

　
△
は
当
選
　
　
▲
は
落
選
を
示
す
。

〈
藤
原
道
子
六
五
〇
△
辻
　
武
寿
五
〇

△
小
西
英
雄
九
△
小
酒
井
義
男
八
▲
東

隆
八
▲
伊
藤
義
覧
八
△
鈴
木
市
蔵
七
▲

真
鍋
儀
十
七
△
阿
部
竹
松
六
▲
玉
置
和

を
経
過
し
た
今
日
で
は
、
そ
の
後
の
｝

般
情
勢
か
ら
考
え
て
も
、
相
当
数
が
増

加
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
も
こ
の

は
直
接
に
は
依
存
し
な
い
で
経
営
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
巨
大
経
営
の
養

鶏
の
場
合
は
、
噸
億
二
干
万
円
の
投
下

受
け
て
い
る
†
八
才
未
満
の
子
ど
も
を

か
か
え
た
妻
、
祖
母
ま
た
は
姉
。

　
③
遺
児
感
金
、
死
亡
日
の
前
の
基
準

か
り
に
、
日
取
り
ま
で
決
ま
っ
て
い
た

結
婚
が
ゴ
ー
ル
寸
前
に
ご
破
算
に
な
っ

た
と
い
う
．
．
・
．
ウ
ソ
の
よ
う
な
ホ
ン

五
△
目
高
広
為
一
噌
三
七
△
柴
谷
　
要
二

三
六
△
長
谷
川
　
仁
二
二
五
△
松
村
秀

逸
一
＝
一
三
△
横
川
正
市
一
九
六
△
高
山

恒
雄
一
八
九
△
藤
原
あ
き
一
五
六
▲
永

木
正
光
一
五
二
△
野
地
浩
之
＝
一
四
△

丸
茂
重
貞
一
二
二
△
加
藤
シ
ズ
王
一

五
△
森
八
三
｝
一
一
一
△
大
谷
藤
之
助

一
〇
九
▲
平
林
　
剛
一
〇
八
▲
山
高
し

げ
り
一
〇
六
△
重
宗
雄
三
一
〇
六
▲
下

条
康
麿
一
〇
五
く
稲
浦
鹿
蔵
一
〇
四
▲

安
田
善
一
郎
九
四
△
田
中
一
　
八
八
▲

聖
成
　
稔
八
四
▲
中
山
幸
市
八
四
△
江

藤
　
智
七
八
△
鈴
木
輔
弘
七
二
△
山
下

郎
六
△
光
村
甚
助
六
▲
古
賀
専
五
▲

清
水
　
亘
五
▲
林
　
真
治
四
△
浅
韮
与

四
▲
金
沢
数
男
四
▲
片
山
　
巌
四
△
玉

井
庄
制
四
▲
磯
田
正
則
三
▲
苫
米
地
英

俊
三
▲
安
部
法
俊
三
▲
安
里
積
千
代
二

▲
右
井
正
二
二
▲
森
島
初
次
郎
二
▲
高

安
勢
二
▲
河
野
孔
明
一
▲
小
林
珍
雄

一
△
鬼
木
勝
利
一
▲
高
田
静
雄
一
▲
岡

本
文
男
一
▲
菅
野
俊
夫
一

（
▲
高
瀬
夢
園
▲
古
林
昌
和
▲
根
木
清

蔵
▲
中
村
吟
造
▲
遠
藤
　
忍
▲
浅
野
良

治
▲
田
尻
容
基
▲
元
木
嘉
噌
郎
▲
仲
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

武
一
　
以
上
九
名
は
得
票
な
し
）

調
査
は
部
分
共
同
経
営
が
全
面
共
同
経

営
の
†
剛
倍
を
占
め
て
い
る
点
に
注
目

を
ひ
く
も
の
が
あ
る
。
そ
の
部
分
共
同

経
営
の
部
門
別
構
成
を
見
る
と
養
豚
が

全
体
の
四
割
強
、
養
鶏
は
†
八
、

ー
セ
ン
ト
、
果
樹
†
一
、
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
酪
農
九
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

園
芸
七
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
大
多

数
が
い
わ
ゆ
る
農
業
の
成
長
部
門
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の

大
半
が
農
地
を
全
く
必
要
と
せ
ず
、

ま
り
土
地
の
生
産
性
に
依
存
し
な
い
養

豚
、
養
鶏
な
ど
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

五
パ

野
菜

　
つ

資
本
を
し
て
伍
間
純
益
四
千
数
百
万
円

を
上
げ
た
の
で
あ
る
．

賃
金
、
金
利
、
え
さ
代
、
原
価
償
却
な

ど
を
行
な
っ
た
上
で
の
純
益
で
あ
る
こ

と
を
わ
す
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
水
稲
の
反

収
は
粗
収
入
で
八
万
円
ぐ
ら
い
が
平
均

に
な
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
　
一

町
二
反
で
約
百
万
円
の
粗
収
入
に
な
る

そ
の
な
か
か
ら
労
賃
、
肥
料
、
農
薬
な

ど
を
差
し
引
い
て
純
益
は
い
く
ら
に
な

ろ
う
か
：
：
：
：
。

　
　
（
新
生
活
特
信
六
月
号
か
ら
）

月
ま
で
の
引
き
続
く
輔
年
間
の
保
険
料

が
納
ま
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
免
除
を

受
け
て
い
た
両
親
を
な
く
し
た
児
童

年
　
　
金
　
　
額

①
障
害
年
金
　
二
万
四
干
円
（
障
害
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

重
い
場
合
は
六
千
円
加
算
）
②
母
子

年
金
お
よ
ぴ
準
母
子
年
金
一
万
九
干
二

百
円
（
子
ど
も
が
二
人
以
上
の
と
き
は

二
人
目
以
上
の
子
剛
人
に
つ
き
四
千
八

百
円
加
算
）
　
③
遺
児
年
金
噌
万
二
千

円
（
児
童
が
二
人
以
上
の
と
き
は
二
人

目
以
上
の
児
童
噸
人
に
つ
き
四
千
八
百

円
加
算
）

ト
の
は
な
し
。

　
任
金
に
は
い
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は

青
森
県
†
和
田
市
の
青
年
A
さ
ん
、
花

嫁
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
B
子
さ
ん
の
父

親
の
い
い
分
を
聞
く
と
『
わ
ず
か
月
額

百
円
の
掛
金
も
納
め
ら
れ
な
い
不
心
得

者
に
は
、
将
来
が
心
配
で
大
切
な
う
ち

の
娘
は
や
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
。
大

安
吉
日
を
選
ぴ
晴
れ
て
ゴ
璽
ル
イ
ン
す

る
は
ず
だ
っ
た
ふ
た
り
は
シ
ヨ
ン
ポ
リ

と
く
に
A
さ
ん
の
方
は
『
た
か
が
年
金

で
：
：
」
と
い
っ
て
み
た
も
の
の
何
と

も
し
か
た
な
い
。
　
　
年
金
公
報
よ
り

五
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あ
る
婦
人
会
長
さ
ん

　
こ
と
し
の
春
、
K
町
の
連
合
婦
人
会

長
に
推
さ
れ
た
Y
さ
ん
は
、
そ
の
誠
実

な
人
が
ら
と
す
ぐ
れ
た
指
導
力
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
つ
ね
に
新
し
い
感

覚
を
も
ち
、
い
つ
も
会
員
の
身
に
な
つ

て
運
営
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
コ
全
会
員

が
Y
さ
ん
を
信
頼
し
、
　
一
致
協
力
で
活

動
し
て
い
る
姿
は
ほ
お
え
ま
し
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
Y
さ
ん
が
最
近
人

知
れ
ず
考
え
こ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
先
ご
ろ
開
か
れ
た
各
市
町
村
の

婦
人
会
長
会
議
に
出
席
し
て
以
来
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
日
、
会
議
で
問
題
に

な
っ
た
の
は
、
県
連
に
納
入
す
る
負
担

金
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

社会教育
　
K
町
に
は
現
在
二
千
八
†

四
名
の
婦
人
会
員
が
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
県
連

に
届
け
出
て
あ
う
た
会
員
数

は
一
千
七
百
†
名
だ
と
の
こ

と
、
Y
さ
ん
は
、
町
の
会
員

が
実
数
よ
り
も
三
百
七
†
四

名
少
な
く
報
告
さ
れ
て
い
る
と
い
う
重

大
な
ミ
ス
に
気
が
つ
い
た
。

　
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
違
う
の
か
、

Y
さ
ん
は
考
え
、
こ
の
疑
問
を
究
明
し

た
。
こ
の
結
果
解
っ
た
の
は
、
県
連
に

納
入
す
る
金
は
会
員
一
人
当
た
り
五
円

だ
か
ら
、
会
員
数
を
少
な
く
報
告
し
て

一
千
八
百
七
†
円
の
金
を
う
か
せ
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
と
ん
で
も
な
い
．
・
、
そ
う
思
っ
た
Y

さ
ん
は
会
議
の
席
で
こ
の
不
正
を
つ
い

た
。
会
長
と
し
て
の
良
心
が
許
さ
な
い

こ
と
を
強
調
し
た
。
が
、
よ
そ
の
会
長

さ
ん
は
、
　
『
県
内
ど
こ
の
町
村
で
も
み

ん
な
そ
う
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
『
納

め
る
金
は
少
な
い
ほ
ど
よ
い
で
す
か
ら

ね
え
」
と
い
っ
て
と
り
合
っ
て
は
く
れ

な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
う
し

た
報
告
の
し
か
た
を
し
て
少
し
で
も
会

費
を
う
か
す
会
長
が
手
腕
家
だ
と
い
わ

れ
、
ま
た
、
会
員
も
そ
の
こ
と
を
暗
に

期
待
し
て
い
る
、
と
い
わ
ん
ば
か
り
の

口
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　
Y
さ
ん
は
考
え
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
も
り
あ
が
り
で
地
域
に
婦
人
会
が
結

成
さ
れ
、
こ
の
必
要
感
が
さ
ら
に
町
や

郡
、
県
の
連
合
体
へ
と
組
織
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
以
上
、
　
一
人
当
た
り
五
円

と
い
う
会
費
は
喜
ん
で
投
げ
出
し
て
も

い
い
は
ず
、
そ
れ
な
の
に
、
わ
ず
か
の

金
を
う
か
そ
う
と
し
て
会
員
数
を
ゴ
マ

化
す
と
は
：
、
い
っ
た
い
、
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
ま
で
県
連
に
名
を
連
ね
る
必

要
が
あ
る
の
か
し
ら
、
と
。

　
婦
人
会
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
ほ
か
の

団
体
に
も
こ
う
い
っ
た
例
は
多
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
社
会
に
は
ウ
ラ
と
オ
モ

テ
が
あ
る
の
だ
と
割
り
切
っ
て
、
要
領

よ
く
生
き
る
者
が
現
代
人
な
の
だ
ろ
う

か
：
、
次
つ
ぎ
と
わ
い
て
く
る
こ
れ
ら

の
疑
問
を
、
Y
さ
ん
は
道
徳
観
念
が
マ

ヒ
し
て
い
る
か
ら
だ
と
な
げ
く
。

　
『
こ
う
し
た
道
徳
心
の
欠
如
を
、
婦

人
会
の
力
で
少
し
ず
つ
で
も
な
お
し
て

い
き
た
い
の
で
す
。
で
も
、
ほ
か
の
会

長
さ
ん
が
た
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
本

心
な
の
だ
と
す
れ
ば
：
：
∴
Y
さ
ん

が
考
え
こ
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
れ

ら
の
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。

　
婦
人
会
長
と
し
て
、
Y
さ
ん
の
こ
の

考
え
か
た
は
あ
ま
り
に
も
純
粋
で
あ
り

す
ぎ
る
の
だ
ろ
う
か
。
†
伍
選
手
の
ベ

テ
ラ
ン
会
長
に
い
わ
せ
る
と
、
バ
カ
正

直
の
新
米
会
長
に
し
か
見
え
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
動
脈
硬
化
症
だ
と
い
わ
れ
る

婦
人
会
の
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
大
き

な
ガ
ン
が
あ
り
そ
う
だ
。
ど
こ
か
が
ま

ち
が
っ
て
は
い
な
い
か
。

あ
る
村
で
の
対
話

　
牛
飼
い
の
青
年
『
や
あ
、
お
春
ち
ゃ

ん
、
ま
た
ク
ワ
つ
み
か
、
よ
く
精
が
で
・

る
な
。
紡
績
の
寄
宿
舎
ぐ
ら
し
よ
り
も

や
っ
ぱ
り
両
親
の
そ
ば
は
い
い
だ
ろ
」

　
操
短
帰
休
の
娘
『
そ
り
や
あ
ね
、
†

日
か
半
月
ぐ
ら
い
な
ら
骨
休
み
に
い
い

け
れ
ど
も
、
工
場
の
操
短
で
帰
さ
れ
た

の
で
は
家
で
も
遊
ば
せ
て
お
い
て
は
く

れ
な
い
し
、
こ
っ
ち
も
肩
身
が
せ
ま
い

し
ね
。
そ
れ
に
お
カ
イ
コ
っ
て
い
え
ば

ま
る
で
女
の
専
業
み
た
い
に
な
に
も
か

も
か
あ
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
わ

た
し
の
三
人
で
や
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
ん
だ
も
の
」

　
牛
飼
い
の
青
年
『
そ
う
な
ん
だ
、
養

たカ・や

蚕
は
農
家
の
女
性
の
犠
牲
の

上
に
成
り
た
っ
て
き
た
産
業

と
も
い
え
る
ん
だ
、
も
っ
と

や
り
方
を
変
え
な
く
ち
や
い

つ
ま
で
も
女
の
人
が
浮
ば
れ

な
い
よ
」

、
”
■
操
短
帰
休
の
娘
『
や
り
方

を
変
え
る
っ
た
っ
て
相
手
が
お
カ
イ
コ

な
ん
だ
も
の
ど
う
に
も
な
ら
な
い
わ
。

ニ
ワ
ト
リ
の
ケ
ー
ジ
飼
い
み
た
い
に
機

械
化
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
己

　
牛
飼
い
の
青
年
『
機
械
化
だ
け
が
新

し
い
や
り
方
じ
ゃ
な
い
よ
。
そ
の
反
対

を
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
だ
な
」

　
操
短
帰
休
の
娘
『
そ
れ
、
ど
ん
な
意

味
？
ま
る
で
わ
か
ん
な
い
わ
」

　
牛
飼
い
の
青
年
『
お
カ
イ
コ
を
自
然

に
か
え
し
て
や
る
の
さ
。
人
間
の
家
の

中
に
飼
わ
れ
て
ち
ぴ
ち
ぴ
ク
ワ
の
葉
を

も
ら
っ
て
た
べ
て
い
る
の
は
、
お
カ
イ

コ
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
迷
惑
に
ち
が

い
な
い
よ
。
そ
れ
よ
り
も
桑
園
に
放
し

て
も
ら
っ
て
す
き
な
と
き
、
す
き
な
だ

け
ク
ワ
を
た
べ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
お

カ
イ
コ
は
き
っ
と
良
い
マ
ユ
を
つ
く
る

に
ち
が
い
な
い
よ
。
稚
蚕
は
三
齢
ま
で

共
同
飼
育
所
で
育
て
、
そ
の
壮
蚕
を
養

蚕
専
門
の
農
家
に
委
託
し
て
マ
ユ
に
し

て
も
ら
う
ん
だ
、
養
蚕
専
門
家
は
屋
外

で
条
桑
育
を
や
る
か
ら
大
規
模
に
し
か

も
佳
に
何
回
も
飼
え
る
ん
だ
。
こ
う
す

れ
ば
農
家
は
お
カ
イ
コ
を
忘
れ
て
、
田

植
え
も
ム
ギ
刈
り
も
や
れ
る
し
、
女
の

人
は
完
全
に
お
カ
イ
コ
の
奴
れ
い
か
ら

解
放
さ
れ
る
」

　
操
短
帰
休
の
娘
『
そ
う
な
っ
た
ら
ほ

ん
と
に
す
ば
ら
し
い
わ
。
紡
績
を
や
め

て
も
い
い
わ
」

　
牛
飼
い
の
青
年
【
そ
う
な
る
に
は
ね

も
う
ひ
と
つ
大
事
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ

そ
し
て
こ
れ
が
ま
た
お
れ
た
ち
農
家
に

は
た
ま
ら
な
く
み
り
ょ
く
的
な
こ
と
な

ん
だ
。
そ
れ
は
ね
桑
園
の
団
地
化
だ
、

し
か
も
株
間
を
広
く
あ
け
て
そ
こ
へ
牧

草
を
ま
く
の
だ
。
こ
れ
で
牛
を
飼
う
。

集
団
桑
園
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
で

乳
牛
を
百
頭
ぐ
ら
い
共
同
経
営
で
飼
う

よ
う
に
す
る
。
お
カ
イ
コ
に
し
た
っ
て

乳
牛
に
し
た
っ
て
技
術
の
す
ぐ
れ
た
人

が
何
人
か
で
専
門
的
に
委
託
管
理
す
る

ん
だ
か
ら
、
そ
う
な
っ
た
ら
お
春
ち
ゃ

ん
な
ん
か
は
台
所
や
裁
縫
の
家
事
だ
け

や
っ
て
い
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
る
」

・
操
短
帰
休
の
娘
『
そ
れ
は
少
し
う
ま

す
ぎ
る
わ
、
そ
れ
に
あ
ん
な
台
所
で
お

炊
事
す
る
気
に
な
れ
な
い
わ
」

　
牛
飼
い
の
青
年
『
そ
れ
、
そ
れ
。
お

れ
は
お
春
ち
ゃ
ん
に
そ
の
こ
と
ば
を
い

わ
せ
た
か
っ
た
ん
だ
つ
新
し
い
お
カ
イ

コ
飼
い
だ
っ
て
、
牛
飼
い
の
計
画
だ
っ

て
こ
れ
は
部
落
中
が
そ
の
気
に
な
っ
て

く
れ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
相
談
だ
。
お

れ
は
少
し
で
も
話
の
わ
か
る
人
か
ら
説

得
し
て
い
る
ん
だ
が
一
鉦
か
か
る
覚
悟

だ
よ
」

赤
ち
や
ん
の
心

　
い
ま
ま
で
は
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
的
の

保
育
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
心
の

発
育
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
竃
　
生
ま
れ
た
は
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は

ど
ん
な
心
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ね
む

っ
て
ば
か
り
い
る
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
で

も
、
と
き
ど
き
は
う
る
ん
だ
眼
を
開
い

て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
な
が
め
る
よ
う

な
よ
う
す
を
し
た
り
、
手
足
を
動
か
し

た
り
し
て
い
ま
す
ね
、
こ
ん
な
赤
ち
ゃ

ん
は
い
っ
た
い
何
を
思
い
、
何
を
考
え

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

赤
ち
ゃ
ん
は
輌
日
の
大
部
分
が
す
い
み

保健婦室
ん
で
す
。
次
が
お
乳
を
飲
ん

で
い
る
時
間
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
寝
て
、
飲
ん
で
、
泣

い
て
、
排
泄
し
て
：
：
：

と
い
う
よ
う
な
の
ん
き
な
自

分
勝
手
な
生
活
を
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し

お
か
あ
さ
ん
か
ら
見
る
と
、
じ
き
に
こ

わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
宝
物
に
思
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
と
に
初
子
で
す
と
、
わ

ず
か
の
泣
き
声
に
も
気
が
か
り
で
す
し

ま
た
よ
く
寝
れ
ぱ
寝
た
で
心
配
の
た
ね

に
な
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
と
心
と
は
ま
だ
は
っ

き
り
分
離
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
で
も

心
に
深
く
結
ぴ
つ
く
点
に
つ
い
て
二
三

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ω
泣
い
て
困
る
赤
ち
ゃ
ん

　
『
泣
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
赤
ち
や

ん
の
本
能
で
す
が
、
泣
い
た
と
き
に
受

け
た
あ
つ
か
い
か
た
に
よ
っ
て
、
赤
ち

ゃ
ん
は
『
泣
け
ば
こ
う
し
て
も
ら
え
る

の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
だ
ん
だ
ん
学
ん

で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
泣
い
た
と
き

に
す
ぐ
抱
き
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
す

る
と
赤
ち
ゃ
ん
は
泣
け
ば
抱
い
て
も
ら

え
る
も
の
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
の
で
す

お
乳
に
し
て
も
そ
う
で
す
。
始
め
は
飢

え
よ
い
う
不
愉
快
な
感
じ
か
ら
泣
く
の

で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
お
乳
を

与
え
ら
れ
る
と
、
泣
け
ば
お
乳
が
も
ら

え
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

逆
に
い
え
ば
、
泣
い
て
も
抱
い
て
も
ら

え
な
い
よ
う
な
環
境
に
あ
る
赤
ち
ゃ
ん

は
、
始
め
は
ず
い
ぶ
ん
泣
く
赤
ち
ゃ
ん

で
も
だ
ん
だ
ん
泣
か
な
く
な
る
の
が
普

通
で
す
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
激

し
く
泣
く
赤
ち
ゃ
ん
の
原
因
は
は
っ
き

り
い
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
の
あ
つ

か
い
か
た
に
よ
っ
て
そ
れ
が
赤
ち
ゃ
ん

の
身
に
つ
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

い
え
ま
す
。
そ
の
わ
か
れ
め
は
、
泣
く

と
す
ぐ
抱
き
上
げ
た
り
、
お
乳
を
く
わ
、

か
せ
た
り
し
た
か
、
あ
る
い
は
赤
ち
ゃ

ん
の
よ
う
す
を
観
察
す
る
と
い
う
態
度

を
と
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
－

赤
ち
ゃ
ん
に
泣
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は

決
し
て
心
お
だ
や
か
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
と
に
神
経
質
な
お
か
あ
さ

ん
で
す
と
ち
ょ
っ
と
泣
い
て
も
い
た
た

ま
れ
な
く
な
っ
て
だ
っ
こ
で
す
。
そ
し

て
「
よ
く
太
っ
て
、
お
乳
も
た
っ
ぷ
り

の
よ
う
だ
が
、
だ
っ
こ
し
な
い
と
泣
き

や
ま
な
く
て
」
と
こ
ぼ
す
か
た
が
ど
ん

な
に
多
い
で
し
ょ
う
か
。

む
や
み
に
泣
く
と
き
は
必
ず
お
医
者
さ

ま
に
見
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
何
ん
の

原
因
も
な
か
っ
た
ら
ほ
う
っ
て
お
く
こ

と
が
泣
か
な
い
赤
ち
ゃ
ん
を
作
る
一
番

の
条
件
で
す
。轟攣
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発
車

オ

蜜
　
臓
フ
　
ィ

青
年
学
級
生
へ
待
望
の
車

上
野
で
医
院
を
し
て
い
る
藤
巻
力
雄

（
六
＋
八
才
）
は
『
若
い
人
た
ち
の
研

修
用
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
こ
の

ほ
ど
同
町
青
年
学
級
に
練
習
用
の
中
古

乗
用
車
を
贈
り
、
今
ま
で
借
り
も
の
の

車
で
勉
強
を
続
け
て
き
た
自
動
車
コ
ー

ス
の
学
級
生
は
、
こ
の
思
い
が
け
な
い

贈
り
物
に
大
喜
ぴ
し
て
い
る
。

　
贈
ら
れ
た
車
は
五
＋
五
年
型
の
ダ
ツ

ト
サ
ン
で
、
ま
だ
ま
だ
エ
ン
ジ
ン
は
他

の
車
に
ヒ
ケ
を
取
ら
な
い
ほ
ど
す
ば
ら

し
い
性
能
力
を
持
っ
て
お
り
練
習
用
に

は
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
の
再
藤
巻
さ

ん
が
三
鉦
前
か
ら
乗
り
回
わ
し
て
い
た

も
の
だ
が
、
型
も
古
く
な
り
、
も
し
往

醜
診
の
途
中
に
故
障
で
も
し
た
ら
急
患
者

に
申
し
わ
け
な
い
と
、
先
き
ご
ろ
新
車

を
購
入
し
た
ば
か
り
。

　
同
コ
！
ス
は
六
人
の
女
性
を
含
む
二

†
三
人
の
学
級
生
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
家
の
耕
運
機
の
運
転
や
構
造
を

勉
強
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
借
り
も
の

の
車
で
練
習
を
続
け
て
お
り
、
試
験
を

受
け
る
者
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
合
格
す
る

と
い
う
成
績
を
示
し
て
い
る
。

　
藤
巻
さ
ん
は
『
昔
か
ら
若
い
連
中
を

好
き
だ
し
、
こ
の
際
大
い
に
運
転
を
覚

え
て
貰
わ
な
く
て
は
」
と
い
っ
て
い
ゑ
、

動車と
こ夫婦

贈られた自
藤巻さん

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
－
御
す
二
や
か
に

相
崎
美
佐
子

内
堀
幸
夫

若
山
典
子

樋
口
三
枝
子

星小片村丸
名林桐越山

弘貴秀富京
行司幸代子

岡
島
智
恵
子

佐
藤
睦
子

高
橋
勝
子

貞
雄
長
女

寅
二
二
男

登
　
二
女

茂
長
女

郁
平
二
女

計
助
長
女

秀
二
長
男

元
一
三
男

恭
二
長
男

晴
雄
長
女

利
雄
長
女

健
次
長
女

沖
立

発
電
所
通

新
町
新
田

木野根上

落口深野

中
仙
田

越
ケ
沢

大
白
倉
霧
谷

室
　
島

昇
天
i
御
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
心
一
中
島
町
　

五
三

平
野
　
喜
平
四
郎
兼
　
七
一

数
藤
　
タ
ツ
沖
立
　
八
五

町
の
掲
示
板

川
上
新
太
郎
新
町
　
　
五
六

上
村
　
セ
ン
下
平
新
田
六
七

五
十
君
辮
平
野
口
　
　
七
〇

た
か
さ
ご
ー
御
円
満
に

繊σ◎融
σ◎

鞭繍
σ◎

翻蕪蒲翻

保
護
司
任
命
さ
れ
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
保
護
司
の
改
選
に

つ
い
て
、
か
っ
て
町
長
の
推
せ
ん
を
受

け
て
い
た
次
の
七
氏
が
五
月
二
†
五
日

付
を
も
っ
て
厚
生
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

保
護
司
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
世
か
ら

犯
罪
を
な
く
し
、
住
み
よ
い
社
会
を
作

る
こ
と
を
任
務
と
し
、
任
期
は
ニ
カ
年

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

岩室下仁上中寺
　　　　　央
瀬島原田野町尾

金半田田渡太小
子田中中辺田海

村星小市
山名島川

　　正松
栄隆子男

上
村
美
和
夫

桑小小高高高村橋馬富
原川川橋橋橋越野場井
　　　　又
哲睦利弘一ヨ文正良和
之子芳子郎ネ夫枝三子

桐赤赤高高大野下中上 中
屋
敷

堀
の
内
か
ら

発
電
所
通

高
山
か
ら

上
野
上
野
か
ら

中
央
町

下
船
渡
か
ら

野
　
口

大
白
倉
か
ら

倉倉
か
ら

谷谷
か
ら

山

小
山
ミ
ユ
シ
　
栃
ケ
原
か
ら

5肢
体
不
自
由
者
の
無
料
診
療

　
　
手
や
足
の
不
自
由
な
人
の
た
め
、
次

㎝　に
よ
り
無
料
診
療
（
整
形
外
科
）
お
よ

　
ぴ
更
生
相
談
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

大
成
氏
再
任

長
栄
氏
再
任

満
麿
氏
再
任

利
八
氏
新
任

久
之
氏
再
任

源
治
氏
再
任

医場時期
師所間日

申科
込目

七
月
二
＋
五
日
（
水
）

未
定
（
申
込
者
に
連
絡
）

県
立
＋
日
町
病
院

新
潟
大
学
病
院
よ
り
二
名

厚
生
相
談
所
医
師

十
日
町
病
院
整
形
外
科
医

整
形
外
科
に
限
る

川
西
町
役
場
社
会
係
：
至
急

　
封
筒
募
金
に
一
．
』
協
力
を

一
　
七
月
は
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

｝
〃
月
間
で
す
。
こ
の
月
間
事
業
の
ひ
と

　
一
つ
と
し
て
封
筒
募
金
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
趣
旨
ご
賢
察
の
う
え
、
な
に
ぶ
一

ん
の
ご
芳
志
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
を
晩
る
く
す
る
運
動

　
こ
の
運
動
は
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪

の
防
止
と
犯
罪
を
し
た
者
の
更
生
に
つ
一

い
て
理
解
を
深
め
、
進
ん
で
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
全
県
一
致
で
行
な
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

石
油
開
発
の
見
と
お
し

　
平
見
の
石
油
試
掘
は
現
在
ボ
ー
リ
ン

グ
の
深
度
二
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
こ
の

間
若
干
の
ガ
ス
気
を
み
た
が
採
取
と
ま

で
は
い
か
な
か
っ
た
明
さ
ら
に
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ
て
二
、
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
ま
で
到
達
し
て
有
効
指
数
と
な

ら
な
か
っ
た
と
き
は
発
掘
を
中
止
し
、

そ
の
施
設
を
撤
去
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
辺
は
柏
崎
油

田
の
推
谷
層
の
構
造
体
型
と
み
ら
れ
最

後
の
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
期
待
が
か
け

ら
れ
て
い
る
（
七
月
六
日
現
在
）
，

　
二
、
三
〇
〇
メ
書
ト
ル
で
温
泉
噴
出

九
日
の
夕
刻
温
泉
噴
出
の
朗
報
が
あ
が

っ
た
い
ま
の
と
こ
ろ
秒
間
二
～
四
升
位

温
度
は
六
†
度
の
も
の
で
あ
る
が
石
油

か
ガ
ス
が
目
的
の
も
の
で
あ
る
た
め
こ

の
噴
出
は
一
時
ス
ト
ツ
プ
さ
れ
て
い
る

防
犯
映
画
会

七
月
二
†
四
日
　
夜
八
時
橘
小
学
校
．

七
月
二
†
五
日
　
夜
八
時
上
野
小
学
校

七
月
二
†
六
日
　
夜
八
時
仙
田
中
学
校

t
裸
の
友
情
劇
映
画
　
2
。
な
か
よ
し
特

急
劇
映
画
　
3
。
子
鹿
の
冒
険
漫
画

　
入
場
無
料
　
　
　
川
西
町
防
犯
組
合

　
郡
市
の
社
教
大
会

　
矛
八
回
中
魚
沼
郡
†
日
町
市
社
会
教

育
大
会
は
、
七
月
二
†
二
日
（
日
曜
日

）
に
干
手
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る
。
時

間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

午
前
に
『
老
人
は
変
わ
る
」
と
題
す
る

講
演
が
あ
る
。
講
師
は
伊
那
市
楽
生
学

園
長
の
小
林
叉
成
氏
。
午
後
は
†
分
科

会
に
別
れ
、
郡
市
内
で
社
会
教
育
を
行

な
っ
て
い
る
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
実
践
発
表
を
す
る
。
大
会
の
ま
と

め
（
指
導
と
講
評
）
は
県
教
育
庁
社
会

教
育
主
事
の
桑
原
芳
太
郎
氏
。

　
こ
の
大
会
は
、
郡
市
内
の
社
会
教
育

関
係
者
や
一
般
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

講
演
や
実
践
発
表
を
き
き
、
日
ご
ろ
の

よ
う
す
を
話
し
あ
い
、
今
後
の
活
動
や

暮
ら
し
の
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
が
目

的　
ゼ
ヒ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
☆
☆
　
　
☆
☆
　
　
☆
☆

　
己
　
　
梅
の
ま
ろ
や
か
な
実
が
熟

　
§
員編集後
す
る
こ
ろ
と
な
っ
た
。
昔
は

子
ど
も
の
青
梅
中
毒
が
問
題

に
な
っ
た
が
、
こ
の
ご
ろ
聞

か
な
い
。
子
ど
も
に
す
っ
ぱ

い
梅
に
か
わ
る
よ
い
も
の
が

多
く
あ
る
世
の
中
だ
か
ら
か

終
戦
ま
で
梅
は
軍
隊
の
梅
干
用
と
し
て

需
要
が
あ
っ
た
と
か
、
今
は
梅
酒
、
梅

ジ
ユ
ー
ス
で
生
産
が
追
い
つ
か
ず
こ
と

し
も
ま
た
も
の
す
ご
い
高
価
で
一
粒
何

円
と
も
い
う
す
っ
ぱ
い
話
。
時
代
の
流

れ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
い
っ
ち
ょ
う
梅

を
植
え
て
成
金
と
い
き
ま
す
か
〃
“
残

念
な
が
ら
植
え
て
†
年
も
た
た
ぬ
と
収

入
が
な
い
そ
う
な
。
桜
桃
も
一
つ
ま
み

百
円
也
、
五
任
も
た
た
ぬ
と
実
が
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り

い
っ
て
い
て
は
人
生
も
お
し
ま
い
。

梅
雨
の
う
っ
と
う
し
さ
も
こ
こ
ら
で
吹

っ
飛
し
て
明
る
い
生
活
設
計
を
夢
み
た

い
も
の
だ
。




